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C 70 海藻 の調理法と 地域性(  9  )   「 備前の白藻 」の食 習俗－一一

ノ ート ル ダム清心 女大（ 食品・栄 養 ）　 ○今田 節子　 高 尾悟子

U［191　 これま での 調査でシ ラモは瀬戸 内海で も限ら れた地 域に自生し 、「 備前の 白藻 」

は江戸 時代から 有名であ ったこ とが明ら かにさ れてき た、本 報では備前牛窓町に みら れる

シラモ の食習俗 を明確にし 、そ の伝承背景 を探 っていくこ と を目的とした。

万司|　牛窓町 の9 集落 を調査 地とし 、 シラモ 採取の 経験者や 主婦達からシラモの自 生・

採取・ 保存・利 用に至る までの 習慣を聴き取り 調査す ると共に 、明治時代中期以前の 習慣

につ いては『 備 前記Jl   ･『 備陽 記 』などの地方 誌や家 庭の記 録を資料として調査を 進め た。

i［ 夏1　①牛窓 町全域に シラモ は知 られていた が 、錦 海湾の 本ジラモが植物 分類学 的に

「 す ぎのり目おご のり科お ごの り属し ら も」で あり 、牛窓 町南 岸地域のものは「 だ るす目

だ るす科たおや ぎそ う属たおや ぎそう 」であっ た。 ②良質の シラモが繁茂する錦海 湾沿岸

では自 給・出荷 用として 採取さ れ、採取 ■乾燥 保存 一利 用の一 連の習慣が形成されてお り

食材 料としても 副収入 源として も位置付けは高 いもの であった 。③一方、牛窓町南 岸地域

では自生 量も少 なく 、乾 燥保存に不 向きなこと からタ オヤ ギ ソウは夏の一時的な食材 料で

あり 、その位置 付けは低 いもの であった 。④し かし 、行事食とし てのシラモの食習 俗は牛

窓町 全域に共通し ており 、乾燥 本ジラモ を使用し た酢 物は盆 ■法事・ 葬式などの仏 事には

なくて はならな い精進料 理として重 要視されて きた 。⑤江 戸時 代の地 方誌に錦海湾 沿岸の

集落 である小津 村・奥浦 村の シラモが良質で名 物とな り、出荷 されたこ とが明記さ れてい

る二　　　　 以上 のよ うに 、牛窓 町のシラモの食 習俗は江戸 時代 にすで に形成され、 海況、

畑作中 心の半 農半漁 、錦海湾干 拓などの環境要 因を大 きく 反映し 伝承されていた 。


